


３びきのおみまい

①
森の中に、３匹のねこの兄弟が住んでいました。
１番上のお兄ちゃんが黄太郎、２番目が赤次郎、３番目が緑です。
ある日、町に住んでいるおばあちゃんから、手紙が届きました。





②
「わあ、おばあちゃんから手紙がきたよ」
「早く読もうよ」と３匹は、急いで封筒を開きました。
手紙には「みんな元気ですか？おばあちゃんは、とても暑くて、疲れて寝ています」と書いてありました。
手紙を読み終わった黄太郎、赤次郎、緑は、

「おばあちゃん、大丈夫かな？」
「おばあちゃんのこと心配だね」
「ねえ、みんなでおばあちゃんが早く元気になるように、お見舞いに、何か食べ物を持っていこうよ」
「そうしよう」
「そうしよう」

３匹は、おばあちゃんが元気になる食べ物を持ってお見舞いに行くことになりました。





③
お兄ちゃんの黄太郎は、

「おばあちゃんが、元気になる食べ物はなにかなあ？　食べるとエネルギーが出て、からだから力が出てくる食べ物といったら、
何といっても、・・・・・・　ごはんやパンやおいもだよね！」

というと、黄色いかごにおにぎりやパンやおいもを入れて、おばあちゃんのおうちに飛び出していきました。





④
残った赤次郎と緑は、
「おばあちゃんが元気になる食べ物って何だろう？」
「とにかく探しに行こうよ」　　と家を出ました。

森の中を歩いていると赤次郎が急に大きな声で「あっ、きつねのコンばあさんだ！」　と叫びました。





⑤
赤次郎はコンばあさんの所に着くと早速
「ねぇ、疲れて寝込んでいる僕のおばあちゃんが元気になる食べ物って何か教えて！」　と聞くと、

「そりゃ、からだを丈夫につくる食べ物だよ」
「体を丈夫につくる食べ物って？」
「骨や歯を強くしたり、血や筋肉をつくる食べ物だよ」
「どんな食べ物が、からだを丈夫につくる食べ物なの？」
まず、肉・魚・卵・牛乳・そして大豆も体を丈夫にする食べ物だよ」
「肉・魚・卵・牛乳そして大豆だね。ありがとう・・・・」





⑥
「早速、コンばあさんに教えてもらった「からだを丈夫につくる食べ物」を探しに行きました。
「早く、おばあさんが元気になってほしいなあー」　と言いながら、肉や魚・卵・牛乳・大豆を赤いかごに入れて、
おばあちゃんの所に走っていきました。





⑦
最後に残ってしまった末っ子の緑。

「おばあちゃんが元気になる食べ物って何だろう？」

森の中を捜しまわりました。大きな滝もありました。
山のてっぺんにも登りました。
１本橋もわたりました。
でも、見つかりませんでした。

「おばあちゃんが元気になる食べ物・・・・・・」　と探しているいちに





⑧
真っ暗なトンネルの中に迷い込んでしまいました。

「どうしよう。真っ暗で何にも見えない」
　
緑は泣きそうになってきました。
でも、そのときです。真っ暗なトンネルの向こうに何かが見えています。　　
「あれ、何かなあ？」
よく見ると、野菜の根っこです。

「あっ、野菜のねっこだわ。こっちの方に行ってみよう」　と進んで行くと、畑にでました。





⑨
畑には、野菜を作っているおじさんがいました。
「あのおじさんに聞いてみよう。」

「ねえ、おじさん。私のおばあちゃんが疲れて寝込んでしまって困っているの。お見舞いに行きたいのだけれど、
おばあちゃんが元気になる食べ物がみつからないの」
「そりゃ、かわいそうに。早くおばあちゃんが元気になるといいね。元気になる食べ物といえば、野菜や果物だよ」
「ここにある野菜や果物？」
「野菜や果物は、病気にならなくするんだよ。この野菜や果物を持って、おばあちゃんの所にお見舞いに行くといいよ」
「ほんと！おばあちゃんが喜ぶわ。　おじさんありがとう」





⑩
緑は、畑のおじさんからもらった大根やほうれん草などの野菜、みかんやりんごを緑のかごに入れました。

「病気にならないようにする野菜や果物がいっぱい。　早くおばあちゃんのお見舞いに行こう。」　とおばあちゃんの家に
急ぎました。





⑪
ここはおばあちゃんの家です。

「おやまあ、お見舞いに来てくれたのかい。ありがとう」　とおばあちゃんはうれしそうです。
「ぼくたちは、おばあちゃんが元気になる食べ物を探してもってきたよ。」
「そりゃ、うれしいね。ところで、元気になる食べ物ってなんだい？」
「おばあちゃん、ぼくは、エネルギーのもとになる食べ物をもってきたよ。ごはんとパン。うどんもあるよ」と黄太郎。
「ぼくが持ってきたのは、肉に魚、卵、そして、牛乳に大豆だよ。これはね、からだを丈夫につくる食べ物なんだよ。」と赤次郎。
「私は、畑のおじさんに、野菜や果物をもらってきたよ。野菜や果物は、病気にならないようにしてくれるのよ。」と緑はいいました。





⑫
そこで、みんなで持ってきた食べ物をつかってたくさんの料理をつくりました。

「もうすぐできるよ。」
「３つの食べ物がそろっているから、これを食べればおばあちゃんも元気になれるよ」





⑬
出来上がった料理を、おばあちゃんと一緒に食べました。おばあちゃんは、
「エネルギーのもとになる食べ物・体を丈夫につくる食べ物・病気にならないようにする食べ物を３つそろえて残さず食べると、
元気になるんだね。これで、おばあちゃんも元気になるよ。みんなありがとう」　と食べながら言いました。





⑭
それから何日か過ぎて・・・
おばあちゃんはすっかり元気になりました。
そして、黄太郎・赤次郎・緑たちも
「エネルギーのもとになる食べ物・体を丈夫につくる食べ物・病気にならないようにする食べ物。ちゃんと３つそろっているよ。」　
といって残さず食べるようになりました。






